
専
門
科
目

2年

296

297

割合

履修上の心得・ルール

レポート

調査報告書

小テスト

中間・学期末試験 CDを聞いて要点を理解できる；ニュースによく出る単語の意味が覚えられる。

成績評価の方法と基準

第7回目 

評価の領域 評価の基準

第11回目 

第12回目 

第13回目 

第14回目 

第15回目 

第10回目 

第8回目 

第9回目 

授業参加態度 ディスカッションするとき意見が述べる、相手の意見に反応できる。

特になし

発表内容（態度含む）

その他

教科書と参考図書

宿題として、ニュースの内容について感想文がよく書ける。

佐野短期大学シラバス2013

単位数

1単位 選択

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

本館２F 授業中に指示します

（特になし）

授業の概要

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講することが望まれる科目

アメリカのABC Newsで紹介されてニュースの中からビジネスと社会に関連するものを選び、読んで理解するだけでなく、ビデ
オとCDを使って、実際に放送された英語に触れ、外国人向けに意図されていない英語の聞き取りにも挑戦する。

各トッピクを2回の授業をする。一回目にはネティブ・スピーカーの英語を聞き取ることを注進する。2回目には、関連する記
事を読んで、そのトッピクについての日本国内の状況をディスカッションする。

月～木曜 9：00～17：00
授業・会議時間を除く

氏名

授業の到達目標

科目名
開講年次 開講学期 曜日・時限

Subject　Name

学習の成果

授業のスケジュールと内容

特になし

担当者に関する情報

授業の形態 授業の性格

演習

リーディングII,　リスニングII

ジョン・デイリー

ニュースの中のビジネス英語
2年 後期

オフィスアワー

第2回目 

第3回目 

①テレビやインターネットで見るニュースから要点を速く理解できるようにする。
②時事問題について意見を述べることができるようにする。
③現在のニュースに出ているトッピクになじむことができるようにする。

授業の方法

この授業を履修すると、あなたは
①海外のビジネスや社会についてのニュースが理解できる。
②様々なニューストピックについて意見を述べ、ディスカッションができる。
③理解とディスカッションができるために、現在のニューストピックに関連ある語彙を増やすことができる。

第1回目 

第6回目 

第4回目 

第5回目 

別途、時間割参照


